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はじめに 
このドキュメントでは、UIS Managerのインストール、セットアップ、およびライセンス登録について

説明します。 

ここでは、マニュアルに関する次のトピックについて説明します。 

• 対象読者。 

• 表記法。 

• ドキュメントに関するフィードバック。 

対象読者 
このマニュアルの対象読者: 

• システム管理者 

• フィールドテクニカルサポート/サービスエンジニア 

• ネットワークプランナーとインストールエンジニア 

表記法 
ここでは、マニュアルで使用されている表記法について説明します。 

GUIの規則 

規則 説明 

太字 
ウィンドウ名、ボタン名、フィールド名およびメニューアイテムは太字で表示されます。

たとえば、New Userウィンドウが開き、OKをクリックします。 

> マルチレベルメニューは、山カッコで区切られています。たとえば、File>Create>folder 

記号 

規則 説明 

警告 ! 
重要な情報を理解していない場合や、その情報に従っていない場合に、けがをするおそれ

がある場合に注意を促す警告。 

注意 : 
重要な情報が理解されていない場合、または情報が理解されていない場合に、データの

損失、データの破損、またはハードウェアやソフトウェアの損傷につながる可能性がある場

合に、注意を促す警告。 

重要 :  重要な情報への注意を喚起するアラート。 

注: 追加情報または補足情報を含むアラート。 

ヒント: 役立つ情報を提供するアラート。 
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ドキュメントへのフィードバック 
製品マニュアルに関するご意見は、info@h3c.comまで電子メールでお寄せください。ご感想をお寄せい

ただければ幸いです。 
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UIS Managerについて 

H3C UIS Managerは、クラウドデータセンターにおけるクラウドコンピューティングと仮想化のた

めに開発されたリソース管理プラットフォームであり、IaaSを提供します。H3C UIS Managerは、

コンピューティング、ネットワーク、ストレージリソースの仮想化をシンプルなGUIから管理し、アプ

リケーションのリソースをプロビジョニングします。 

UIS Managerには、次の機能があります。 

• 物理リソースと仮想リソースの統合管理 

• 仮想コンピューティングリソースとストレージリソースの自動調整 

• 分散ストレージの構成と監視 

• 仮想ネットワークポリシーの管理 

• 仮想セキュリティリソースの管理 

• 周辺機器のGPUリソースプール管理 

• ワンキー操作と保守 

• オープン API 
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インストールの準備 

UIS Managerを使用すると、ホストにコンピューティング仮想化とハイパーコンバージドインフラス

トラクチャ(HCI)を導入できます。 

• コンピューティングの仮想化 - クラウド仮想化カーネル(CVK)のみを導入し、IP SANまたは

FC SANを介してストレージサービスを提供します。少なくとも1つのホストが必要です。すべ

てのホストが、導入後にUISコンピューティング仮想化クラスタを形成します。 

• HCI - CVKと分散ストレージの両方を導入します。少なくとも2つのホストが必要です。導入

後、すべてのホストがUISのHCIクラスタを形成します。 

 

注: 

特に明記されていない限り、このガイドのホストとはサーバーを指します。 

 

コンピューティング仮想化導入の準備 

ハードウェア要件 

仮想化の導入には少なくとも1台のサーバーが必要です。表1に、仮想化の導入に使用するサー

バーのハードウェア要件を示します。 

表1 サーバーのハードウェア要件 

項目 最小要件 

CPU 基本周波数:2GHz 

注: 

CPUがIntel-VTをサポートしていることを確認します。 

メモリー 32GB 

システムディスク 300GB HDD×2 

NIC 4ポートGE NIC x1 

 

ホストの役割の決定 

計算仮想化クラスタには、管理ノードと複数のサービスノードが必要です。ホストは、管理ノードま

たはサービスノード(あるいはその両方)として動作できます。ホストの役割を計画する場合は、導

入モード(“管理ノードの導入モードの選択”を参照)も考慮してください。 
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• 管理ノード - コンピューティング仮想化システム全体を管理および維持します。導入前に、

管理ノードとしてサーバーを指定し、管理IPアドレスを割り当てる必要があります。管理PCか

らIPアドレスにアクセスできることを確認してください。 

• サービスノード - コンピューティングサービスを提供します。 

管理ノードの導入モードの選択 

コンピューティング仮想化のセットアップには、管理ノードへ次の2つの導入モードを使用できま

す。 

• 統合導入 - 管理ノードはサービスノードと同じホスト上で動作します。 

• 分散導入 - 管理ノードはサービスノードとは異なるホスト上で動作します。 

ベストプラクティスとして、ホスト数が16未満の場合は統合導入を使用し、ホスト数が16以上の場

合は分散導入を使用します。 

ネットワークの計画 

コンピューティングの仮想化を実現するには、次のようにネットワークを計画します。 

• 管理ネットワーク - UIS Managerと各ホストの制御層との間でデータを転送します。ユーザ

ーは管理ネットワークにアクセスしてUISサービスノードを管理します。GEまたは10-GE接続

を使用して管理ネットワークを設定します。 

• ストレージネットワーク - IP SANまたはFC SANのホストとストレージサーバ間でデータパケ

ットおよび管理パケットを転送します。10-GEまたはFC接続を使用してストレージネットワー

クを設定します。 

• サービスネットワーク - VMサービスデータを送信します。GEまたは10-GE接続を使用して

サービスネットワークを設定します。 

 

ネットワークトポロジー 

ベストプラクティスとして図1または図2のトポロジーを使用します。実際のネットワーク環境および

ホスト数に応じてトポロジーを調整できます。 

ベストプラクティスとして、管理ネットワークとサービスネットワークに異なる物理NICを使用しま

す。 

  



H3C UIS Managerインストールガイド                 

4 

 

図 1統合導入のネットワークトポロジー 

 

図 2分散導入のネットワークトポロジー 

 

 

注: 

分散導入では、管理ノードにサービスネットワークは必要ありません。 

 

ネットワーク計画の例 

表2及び表3のとおりIP SANストレージおよびFC SANストレージのネットワークポート構成例を示しま

す。 
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表2 IP SANストレージのポートプランニングの例 

項目 NIC ポートの設定 

スキーム1 1×4ポートGE NIC 

2ポート10GE NIC×1 

• 管理ネットワーク：2×GEポート、リンクアグリゲ

ーション対応 

• サービスネットワーク：2×GEポート(リンクアグ

リゲーション対応) 

• IP SANストレージネットワーク：10-GEポ

ート×2(リンクアグリゲーション対応) 

スキーム2 2×2ポート10GE NIC • 管理ネットワークとサービスネットワーク：リンク

アグリゲーションが有効な2つの10-GEポート

を共有 

• IP SANストレージネットワーク：10-GEポート
×2(リンクアグリゲーション対応) 

 

表3 FC SANストレージのポートプランニングの例 

項目 NIC ポートの設定 

スキーム1 1×4ポートGE NIC 

1×2ポートFC HBA 

• 管理ネットワーク：2×GEポート、リンクアグリゲ

ーション対応 

• サービスネットワーク：2×GEポート(リンクアグ

リゲーション対応) 

• FC SANストレージネットワーク：FCポート

×2(リンクアグリゲーション対応) 

スキーム2 1×2ポートGE NIC 

1×2ポートFC HBA 

• 管理ネットワークとサービスネットワーク:リンク

アグリゲーションが有効な2つの10-GEポート

を共有 

• FC SANストレージネットワーク:FCポート×2(リ

ンクアグリゲーション対応) 

 

表4 ネットワークセグメント計画の例 

論理ネットワーク IPアドレス ゲートウェイ VLAN 

iLOマネジメントネットワーク 192.168.1.0/24 192.168.1.154 10 

管理ネットワーク 172.20.1.0/24 172.20.100.254 11 

IP SANストレージネットワーク 10.10.11.0/24 10.10.11.254 12 

サービスネットワーク 192.170.1.0/24 192.170.1.254 13 
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表5 IPアドレス計画の例 

ホストの役割 iLO NIC 

(VLAN 10) 

管理 

NIC (VLAN 11) 

 

IP SANストレージ 

NIC (VLAN 12) 

サービスNIC(VLAN 13) 

管理ノード 192.168.1.1 172.20.1.1 10.10.11.1 • 統合導入：オプション 

• 分散導入：該当なし 

サービスノード1 192.168.1.2 172.20.1.2 10.10.11.2 オプション 

サービスノード2 192.168.1.3 172.20.1.3 10.10.11.3 オプション 

サービスノード3 192.168.1.4 172.20.1.4 10.10.11.4 オプション 

外部ストレージ接続の計画 

ホストをIP SANまたはFC SANデバイスに接続するには、次の制約事項およびガイドラインに従

ってください。 

• ホストがIP SANストレージデバイスにアクセスするには、ホストのiSCSI修飾名(IQN)を使用

してホストをiSCSIターゲットに接続します。IQNは、UISセットアップウィザードの起動後に生

成されます。IQNは、UISマネージャから変更できます。 

• ホストがFC SANストレージデバイスにアクセスするには、サーバーにFC HBAをインストー

ルします。 

• ホストは、複数の方法でIP SANまたはFC SAN内のボリュームにアクセスできます。ベスト

プラクティスとして、競合のない同時アクセスを提供するために、ボリュームを共有ファイルシ

ステムにフォーマットすることをお薦めします。 

• iSCSI/FC共有ファイルシステムは、クラスタ内の最大32台のホストで使用できます。 

• iSCSI/FC共有ファイルシステムは、最大32TBのサイズをサポートします。ベストプラクティス

として、共有ファイルシステムとして10～32TBのボリュームを使用してください。 

NTP設定の構成 

クラスタ内のすべてのノードで同じシステム時刻を使用する必要があります。デフォルトでは、管

理ノードはNTPサーバーとして機能し、クラスタ内のすべてのサービスノードに時刻設定を同期し

ます。 

スタンドアロンNTPサーバーが使用可能な場合は、NTPサーバーから時間設定を同期化するよう

にクラスタ内のノードを構成できます。管理ネットワーク内のノードがNTPサーバーに到達できるこ

とを確認してください。詳細は、”NTPサーバーの指定”を参照してください。 

HCI導入の準備 

ハードウェア要件 
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HCIの導入には少なくとも2台のサーバーが必要です。表6に、HCI導入用サーバーのハードウェ

ア要件を示します。 

 

表6 サーバーのハードウェア要件 

項目 最小要件 

CPU 周波数:2GHz 

注: 

CPUがIntel-VTをサポートしていることを確認します。 

メモリー 128GB 

システムディスク 300GB以上のHDD×2 

分散ストレージ用ディスク • 2台のホストへの導入:3台以上 

• 3台以上のホストへの導入:2台以上 

NIC 4ポートGE NIC x1+2ポート10GE NIC x1 

ストレージ コントローラー2Gキャッシュ 

ホストの役割の決定 

HCIクラスタには、管理ノードおよび複数のサービノードが必要です。ホストは、管理ノードまたは

サービスノード、あるいはその両方として動作できます。ホストの役割を計画する場合は、導入モ

ード(“導入モードの選択”を参照)も考慮してください。 

• 管理ノード - HCIシステム全体を管理および保守します。導入前に、管理ノードとしてサーバ

ーを指定し、管理IPアドレスを割り当てる必要があります。 

• サービスノード - コンピューティングサービスとストレージサービスを提供します。 

分散ストレージを導入するには、2種類のサービスノードが必要です。 

• ストレージノード - ストレージリソースを提供します。少なくとも2つのストレージノードが必要

です。 

• 監視ノード - ストレージシステム全体を監視し、ストレージシステムの操作に不可欠なさまざ

まな情報を維持および導入します。ストレージノードと監視ノードは同じホストに導入されま

す。ベストプラクティスとして、次の数の監視ノードを使用します。 

○ 2～4台のストレージノード - 3 

○ 5～10台のストレージノード - 5 

○ 10を超えるストレージノード - 7 

2つのホストだけにHCIをインストールする場合は、外部モニターノードをインストールする必要が

あります。 
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外部モニターノードの導入 

2台のホストへのHIC導入では、外部モニターノードを導入する必要があります。3台以上のホスト

へのHCI導入では、外部モニターノードは必要ありません。 

UIS Managerと互換性のあるシンクライアントまたはVirtual Machine(VM)を外部モニターノード

として使用できます。VMは、UIS以外の仮想化プラットフォーム上に作成する必要があります。ベ

ストプラクティスとして、H3C C102Vクラウドターミナルを使用してください。 

表 7シンクライアントのハードウェア要件 

項目 最小要件 

CPU • コア:2 

• ベース周波数:1.6GHz 

メモリー 4GB 

ハードディスク 128GB SSD 

NIC 1ポートGE NIC 

表8 VMでのハードウェア要件 

項目 最小要件 

CPU • コア:4 

• ベース周波数:1.6GHz 

メモリー 8GB 

ハードディスク 128GB 

NIC 1ポート GE NIC+2ポート 10GE NIC 

 

重要: 

• VMを使用するには、VMのホストのCPU使用率、メモリー使用率、ディスク遅延がそれぞれ

80%、80%、20msを超えないようにします。 

• 外部モニタモードで提供されるGEポートが1つだけの場合は、ポートが管理ネットワーク、ス

トレージフロントエンドネットワーク、およびストレージバックエンドネットワークに到達できるこ

とを確認する必要があります。 

• 外部モニターノードと2つのストレージノードが同じバージョンのUIS Managerを使用している

ことを確認します。 

導入モードの選択 

HCIセットアップには、2つの導入モードがあります。 

• 統合導入 - 管理ノードは、サービスノードと同じホスト上で動作します。 

• 分散導入 - 管理ノードはサービスノードとは異なるホスト上で動作します。 
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ベストプラクティスとして、ホスト数が16未満の場合は統合導入を使用し、ホスト数が16以上の場

合は分散導入を使用します。 

ネットワークの計画 

UISのHCIシステムを設定するには、次のようにネットワークを計画します。 

• 管理ネットワーク - UIS Managerとそれぞれのホストの制御層との間でデータを転送。 

ユーザーは管理ネットワークにアクセスしてUISサービスノードを管理します。GEまたは10-

GE接続を使用して管理ネットワークを設定します。 

• サービスネットワーク - VMサービスデータを送信します。GEまたは10-GE接続を使用して

サービスネットワークを設定します。 

• ストレージフロントエンドネットワーク - 仮想マシンと分散ストレージクラスタ間でトラフィック

を転送します。10-GE接続を使用してストレージフロントエンドネットワークを設定します。 

• ストレージバックエンドネットワーク - 分散ストレージクラスタ内の内部トラフィックを転送しま

す。10-GE接続を使用してストレージバックエンドネットワークを設定します。 

2台のホストへの導入 

2台のホストへのHCI導入では、管理ノードに統合導入を使用する必要があり、外部モニターノー

ドが必要です。 

図3は、外部モニターノードとしてシンクライアントを使用するネットワークトポロジーを示し、図4

は、外部モニターノードとしてVMを使用するトポロジーを示しています。 
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図 3  2台のホストへの導入(外部モニターノードとしてのシンクライアント) 

 

図 4  2つのホストへの導入(外部モニターノードとしての VM) 

 

表9 ポートプランニングの例 

項目 NIC ポートの設定 

管理ノードとサービスノード 1×4ポートGE 

NIC 

2ポート

10GE 

NIC×1 

• 管理、ストレージフロントエンド、ストレージバッ

クエンドネットワーク：リンクアグリゲーションを

有効にした2つの10-GEポートを共有 

• サービスネットワーク：2×GEポート(リンク

アグリゲーション対応) 

外部モニターノ

ード 

シンクライアント 1×1ポートGE 

NIC 

管理ネットワーク、ストレージフロントエンドネットワー

ク、ストレージバックエンドネットワーク：1つのGEポ

ートを共有 

仮想マシン 

 

1×GE NIC 

2×10-GE NIC 

• 管理ネットワーク：GE NIC 

• ストレージフロントエンドネットワーク：10-GE 

NIC1 

• ストレージバックエンドネットワーク：10-GE 

NIC2 
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3台以上のホストへの導入 

図5および図6は、それぞれ、推奨されるアグリゲーション導入および分散導入ネットワークトポロ

ジーを示しています。 

図 5  3つ以上のホストへの導入(統合導入) 

 

図 6  3つ以上のホストへの導入(分散導入) 

 

注: 

分散導入では、管理ノードを管理ネットワークおよびストレージフロントエンネットワークに接続する必

要があります。サービスネットワークおよびストレージバックエンドネットワークは、管理ノードには必要

ありません。 
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重要: 

• 推奨されるトポロジーをベストプラクティスとして使用します。実際のネットワーク環境およびサー

バー数に応じてトポロジーを調整できます。 

• ベストプラクティスとして、管理ネットワーク、ストレージフロントエンドネットワーク、およびストレー

ジバックエンドネットワークを異なるポートに導入します。別のポートを使用できない場合は、これ

らのネットワークでポートを共有できます。 

表 10ポート計画の例 

項目 NIC ポートの設定 

スキーム1 1×4ポートGE NIC 

2×2ポート10GE NIC 

• 管理ネットワーク:2×GEポート、リンクアグリゲーション対応 

• サービスネットワーク:2×GEポート(リンクアグリゲーション対

応) 

• ストレージフロントエンドネットワーク:10-GEポート×2、リンク

アグリゲーション対応 

• ストレージバックエンドネットワーク:10-GEポート×2、リンク

アグリゲーション対応 

スキーム2 1×4ポートGE NIC 

2ポート10GE NIC×1 

• 管理ネットワーク:2×GEポート、リンクアグリゲーション対応 

• サービスネットワーク:2×GEポート(リンクアグリゲーション対

応) 

• ストレージのフロントエンド/バックエンドネットワーク:リンクア

グリゲーションを有効にした2つの10-GEポートを共有 

スキーム3 2×2ポート10GE NIC • 管理ネットワークおよびサービスネットワーク:2×GEポートリ

ンクアグリゲーション対応 

• ストレージのフロントエンド/バックエンドネットワーク:リンクア

グリゲーションを有効にした2つの10-GEポートを共有 

 

ネットワーク計画の例 

表11 ネットワークセグメント計画の例 

論理ネットワーク IPアドレス ゲートウェイ VLAN 

iLOマネジメントネットワーク 172.88.211.0/16 172.20.0.254 9 

管理ネットワーク 172.88.111.0/16 172.88.0.254 10 

サービスネットワーク 192.168.1.0/24 192.168.1.254 11 

ストレージフロントエンドネットワーク 10.10.9.0/24 10.10.9.254 12 

ストレージバックエンドネットワーク 10.10.10.0/24 10.10.10.254 13 
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表12 IPアドレス計画の例 

ホストの役割 iLO NIC 

(VLAN 9) 

管理 

NIC (VLAN 

10) 

 

ストレージフ

ロントエンド

ネットワーク 

NIC (VLAN 
12) 

ストレージバック

エンドネットワー

ク 

NIC (VLAN 13) 

サービス

NIC(VLAN 11) 

管理ノード 172.88.211.83 172.88.111.83 10.10.9.1 • 統合導

入:10.10.10

.1 

• 分散導入:該

当なし 

• 統合導入:オプ

ション 

• 分散導入:該

当なし 

サービスノード1 172.88.211.84 172.88.111.84 10.10.9.2 10.10.10.2 オプション 

サービスノード2 172.88.211.85 172.88.111.85 10.10.9.3 10.10.10.3 オプション 

サービスノード3 172.88.211.86 172.88.111.86 10.10.9.4 10.10.10.4 オプション 

サービスノード4 172.88.211.87 172.88.111.87 10.10.9.5 10.10.10.5 オプション 

 

外部モニターノー

ド 

該当なし 172.88.111.88 10.10.9.6 10.10.10.6 該当なし 

 

重要: 

• 外部モニターノードのストレージフロントエンドネットワークおよびストレージバックエンドネット

ワークのIPアドレスは、管理ノードまたはストレージノードのIPアドレスよりも大きい必要があ

ります。 

• システムでは、導入時に管理ノードの開始IPアドレスを指定する必要があります。使用可能

なIPアドレスは、開始IPアドレスの増分1でサービスノードに自動的に割り当てられます。サ

ービスノードのIPアドレスは手動で指定することもできます。指定するIPアドレスは、開始IP

アドレスより大きい必要があります。将来の拡張用にIPアドレスリソースを予約します。 

 

分散ストレージの計画 

導入モードの計画 

次のストレージ導入モードを使用できます。 

• SSDキャッシュ+HDD - データを格納するデータディスクとしてHDDを導入し、読み取りと書

き込みを高速化するキャッシュディスクとしてSSDを導入します。必要なSSDは、SSDのタイ

プによって異なります。 
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○ SATA SSDを使用する場合は、SSDとHDDの比率が1:5以上であることを確認し

てください。 

○ NVME SSDを使用する場合は、SSDとHDDの比率が1:10以上であることを確認

する。 

• すべてSSD - データキャッシュを使用せずにデータを格納するために、SSDをデータデ

ィスクとして導入します。このモードを使用すると、高いストレージサービスを提供できま

す。 

• すべてHDD - データキャッシュを使用せずにデータを格納するデータディスクとして

HDDを導入します。通常のストレージサービスを提供するには、このモードを使用しま

す。 

• HDD+SSD - SSDとHDDをデータディスクとして、それぞれ高性能ストレージプールと

低速ストレージプールに導入し、異なるストレージパフォーマンスを必要とするアプリケ

ーションにストレージサービスを提供します。 

各ホストで必要なディスク数の詳細については、”ストレージの計画”を参照してください。 

 

レプリカのプランニング 

システムは、異なるフォールトドメインに分散されたデータの複数のレプリカを作成することでデー

タを保護します。 

統合されるドメイン内のレプリカとともに1つのフォールトドメインが正常に動作している限り、デー

タは利用可能です。 

表13に、さまざまなストレージノード構成で使用可能なレプリカの数を示します。 

表13 さまざまなストレージノード構成で使用可能なレプリカ 

ストレージノードの数量 レプリカの数 

2 2 

3 2または3 

4 2、3、または4 

5 2、3、4、または5 

6以上 2、3、4、または5 

 

重要: 

レプリカの数を増やすと、フォルトトレランスが向上します。重要なサービスの場合は、ベストプラ

クティスとして3つのレプリカを作成します。 
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ラックの計画 

ベストプラクティスとして、ホストの実際のラックマウント条件に基づいてラックを作成し、各ラックに

最低2つのストレージノードをインストールします。 

ラックには最大10台のストレージノードを設置できます。 

フォールトドメインの計画 

フォールトドメインは、単一障害点を共有するハードウェアコンポーネントのセットです。特定のレ

ベルでフォルトトレラントになるには、そのレベルの複数のフォールトドメインにデータを分散する

必要があります。 

次のフォールトドメインレベルを使用できます。 

• ラックレベル：各ラックはフォールトドメインです。システムは、複数のラックにデータのレプリ

カまたはフラグメントを優先的に導入します。 

• ホストレベル：各ホストはフォールトドメインです。システムは、複数のホスト間でデータのレプ

リカまたはフラグメントを優先的に導入します。 

 

CPUの計画 

重要: 

• CPUリソースをVMなどの他のストレージ以外のサービス用にします。 

• ベストプラクティスとして、HCI導入では同じモデルのCPUを使用してください。 

 

表14 CPUの計画 

ノードタイプ 最小要件 

管理ノード 4GHz。 

ストレージノード 各ストレージノードのデータディスクごとに1GHz 

モニターノード 2GHz。 

管理ノード、モニターノード、または

その両方としても機能するストレー

ジノード 

各ノードタイプに必要なリソースの合計。たとえば、管理ノードおよび

モニターノードとしても機能するストレージノードにデータディスクとし

て10台のHDDが導入されている場合は、ノードに16GHz以上の

CPUリソースを割り当てます。 

 

注: 

CPU リソース=CPU基本周波数×CPU×CPUあたりの CPU コア 
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メモリーの計画 

重要: 

VMなどの他の非ストレージサービス用にメモリーリソースを予約します。 

 

表15 メモリーの計画 

ノードタイプ 最小要件 

管理ノード 32GB(分散ストレージの場合は8GB以上) 

ストレージノード • データディスクあたり1GB 

• 1TBデータディスクあたり1GB。たとえば、ストレージノードに

10台の4TBデータディスク(40TBのストレージ領域)がある場

合、40GBのメモリーをノードに割り当てます。 

• データディスクの合計メモリーサイズとデータバッファーのスト

レージスペースの0.5倍。 

モニターノード 1GB 

管理ノード、モニターノード、または

その両方としても機能するストレー

ジノード 

各ノードタイプに必要なリソースの合計。 

たとえば、ストレージ、管理、および監視ノードに10台の4TB HDD

データディスクがある場合、ノードにメモリーリソースを次のように割

り当てます。 

• 管理ノード:32GB 

• データディスク:10GB(10 × 1 GB) 

• ストレージ容量40GB(10 × 4 × 1 GB) 

• データバッファー25GB((10 + 40)×0.5)。 

• ノード1GBを監視 

• 合計:108GB以上(32+10+40+25+1+予約済みリソース) 

重要: 

計算された合計値が128GB未満であっても、ホストごとに128GB以

上のメモリーを計画する 
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ストレージの計画 

表16 ストレージの計画 

システムディスク(各ノードで必要) 

最小システムディスク数 2 

ディスクタイプ 最小要件:10,000RPM以上のSASディスク 

推奨:SSD 

注: 

システムディスクの LVM を設定しないでください。 

RAIDレベル 2台以上のディスク上の RAID1。 

最小データ容量 オペレーティングシステムのインストール後のシステムディスクの空き容

量は、次の要件を満たしている必要があります。 

• 管理ノード:50GB 

• ストレージまたは監視ノード:20GB 

• ノードの管理、ストレージ、監視:90GB(50 + 20 + 20) 

データディスク(ストレージノードで必要) 

最小データディスク数 2 

ディスクタイプ 10000RPM(またはそれ以上)のディスク 

ディスクドライブ文字が文字列sd、df、またはnvmeで始まるディスクをデ

ータディスクとして使用できます。 

注意: 

読み取り負荷の高いSSD(インテルS3500シリーズSSDなど)をデータデ

ィスクとして使用しないでください。 

すべてのホストでディスクキャッシュを無効にします。 

ディスクプール内のディスクの容量と回転速度が同じであることを確認し

ます。 

システムディスク(各ノードで必要) 

ディスクの整合性 ベストプラクティスとして、すべてのストレージノードで同じ容量と同じタイ

プのディスクを使用します。 

ベストプラクティスとして、すべてのホストに同じ数のデータディスクをイン

ストールします。異なる数のデータディスクをインストールする必要がある

場合は、最大数と最小数の差が最大数の 20%を超えないようにしてくだ

さい。 

RAIDレベル 各ディスク上の RAID0。 
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SSDキャッシュ(SSDキャッシュ+HDD導入でのみ利用可能) 

キャッシュ設定は、UISセットアップの完了後は変更できません。 

ストレージクラスタの導入モードが SSDキャッシュ+HDDの場合は、HDDをデータディスクとして導

入し、SSDをリードキャッシュまたはライトキャッシュとして導入し、HDDごとにキャッシュパーティショ

ンを指定する必要があります。 

最小 SSD数 SATA SSDの場合は、HDDの5分の1以上が必要です。 

NVME SSDの場合は、少なくとも10分の1の数のHDDが必要です。 

注意: 

ストレージパフォーマンスの低下やクラスターエラーを回避するために、

SSDの数が要件を満たさない場合は、SSDキャッシュを構成しないでく

ださい。 

ディスクタイプ 注意: 

読み取り負荷の高い SSD インテル S3500シリーズ SSDを読み取りキ

ャッシュや書き込みキャッシュとして使用しないでください。 

キャッシュパーティション 各パーティションのサイズ:キャッシュとして導入されたSSDの合計サイズ

をHDDの数で割った値。 

たとえば、10台のHDDと2台のSSDが存在し、キャッシュとして導入され

たSSDの合計サイズが450GBである場合、各キャッシュパーティションに

約90GB(450GBに2を掛けて10で割る)を割り当てることができます(将来

の拡張には関係ありません)。 

重要: 

各キャッシュパーティションのサイズにストレージノード上のデータディス

ク数を掛けた値が、キャッシュとして導入されたSSDの合計サイズよりも

小さいことを確認します。 

HDDの拡張が必要な場合は、ストレージ計画でSSDスペースを確保しま

す。 

SSDキャッシュが十分に大きい場合は、ライトキャッシュまたはリードキャ

ッシュのパーティションを大きく設定することをお勧めします。 

通常、ディスクの実際のサイズは要求されたサイズよりも小さくなります。

実際のサイズを使用してストレージを計画してください。このドキュメント

では説明のために要求されたサイズを使用します。 

すべてのノードでディスクキャッシュを使用不可にします。UIS-HCIシリ

ーズでは、ディスクキャッシュはデフォルトで使用不可になっています。

UIS-HCI以外のデバイスでは、ディスクキャッシュを手動で使用不可にし

ます。 
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RAIDレベル 各ディスクに0。 

UISの HCIシリーズでは、RAIDレベルはデフォルトで 0に設定されて

います。UIS以外の HCIデバイスでは、RAIDレベルを手動で 0に設定

します。 

システムディスク(各ノードで必要) 

RAID コントローラー 必須。 

RAIDコントローラーはMaxPerformanceモードで動作する必要がありま

す。 

RAIDコントローラーにはキャッシュモジュールが内蔵され、スーパーキャ

パシタに接続されている必要があります。 

キャッシュのバッテリまたはスーパーキャパシタが所定の位置にない場

合、または完全に充電されていない場合は、RAIDコントローラー構成ツ

ールからキャッシュを無効にします。 

重要: 

RAID コントローラーを取り付ける前に、RAID コントローラーがサーバー

と互換性があることを確認してください。互換性情報については、H3Cサ

ポートにお問い合わせください。 

キャッシュ 

ディスクキャッシュは、UIS-HCI シリーズではデフォルトで無効になっています。 

項目 SSDシス

テムディ

スク 

HDDシス

テムディス

ク 

SSDキャッ

シュ 

HDDデー

タディスク 

SSDデー

タディスク 

ディスクキャッシュ 無効 無効 無効 無効 無効 

RAID コントローラーのリ

ードキャッシュ 

無効 有効 無効 有効 無効 

RAID コントローラーのラ

イトキャッシュ 

無効 有効 無効 有効 無効 

2台のホストに HCIを実装する場合、各ホストに必要な HDD と SSD 

導入モード システムディ

スク 

キャッシュディ

スク 

データディスク 合計ディスク

数 

SSDキャッシュ+HDD 2台の HDD 1台以上のSSD 3台以上の

HDD 

6以上 

すべての SSD 2台の HDD 該当なし 3台以上の

HDD 

5以上 
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すべての HDD 2台の HDD 該当なし 3台以上の

HDD 

5以上 

HDD+SSD 2台の HDD 該当なし 3台以上の

HDDまたは

SSD 

5以上 

3台以上のホストへの HIC導入する場合、各ホストに必要な HDDおよび SSD 

導入モード システムディ

スク 

キャッシュディ

スク 

データディスク 合計ディスク

数 

 

SSDキャッシュ+HDD 2台の HDD 1台以上の

SSD 

2台以上のHDD 5以上 

すべての SSD 2台の HDD 該当なし 2台以上のSSD 4以上 

すべての HDD 2台の HDD 該当なし 2台以上のHDD 4以上 

HDD+SSD 2台の HDD 該当なし 2台以上の

HDDまたは

SSD 

4以上 

 

NTP設定の構成 

クラスタ内のすべてのノードで同じシステム時刻を使用する必要があります。デフォルトでは、管

理ノードはNTPサーバーとして機能し、クラスタ内のすべてのサービスノードに時刻設定を同期し

ます。 

スタンドアロンNTPサーバーが使用可能な場合は、NTPサーバーから時間設定を同期化するよう

にクラスタ内のノードを構成できます。管理ネットワーク内のノードがNTPサーバーに到達できるこ

とを確認してください。詳細は、”NTPサーバーの指定”を参照してください。 
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UISの HCI ソフトウェアのインストール 

UISのHCIソフトウェアには、ハイパーコンバージェンスされたカーネルとUIS Managerが含まれ

ています。ハイパーコンバージェンスされたカーネルには、H3C CAS コンピューティングバーチ

ャライゼーションソフトウェア、H3C ONEStorソフトウェア、およびUIS-Secネットワークおよびセキ

ュリティバーチャライゼーションソフトウェアが組み込まれています。UIS Managerは、ハイパーコ

ンバージェンスされたカーネルがインストールされている場合にのみ使用できます。 

UISのHCIシリーズは、HCIソフトウェアがインストールされた状態で出荷されます。次のシナリオ

では、HCIソフトウェアをインストールする必要があります。 

• UISのHCIデバイス用のソフトウェアを再インストールする必要があります。 

• UIS以外のHCIデバイスには、UISのHCIソフトウェアをインストールする必要があります。 

• 外部モニタノード(シンクライアントまたはVM)にHCIソフトウェアをインストールする必要があ

ります。 

 

注: 

デバイスにソフトウェアをインストールする前に、モニタ、キーボード、およびマウスをデバイスに接

続します。 

 

制限とガイドライン 

UISソフトウェアはすべてのホストにインストールする必要があります。UISセットアップウィザード

の起動に使用するホストが管理ノードです。 

前提条件 

UIS ManagerのISOイメージファイルの取得 

UIS Manager ISOイメージファイルには、次のバージョンがあります。 

• 自動インストールバージョン - システムが現在のディスクをディスクタイプ別にスキャンし、

最初に使用可能なタイプのディスクをシステムディスクとして使用し、ディスクパーティション

を自動的に構成できるようにします。NVMeディスク、USBディスク、およびFCディスクは使

用されません。このバージョンのイメージファイルの名前には、H3C_UIS-E0712-AUTO.iso

などのAUTOが含まれています。ベストプラクティスとして、自動インストールバージョンを使

用してください。 

• 手動インストールバージョン - システムディスクとして使用するディスクのタイプを指定し、各

ディスクパーティションのサイズを構成できます。このバージョンのイメージファイルの名前に

は、H3C_UIS-E0712.isoなどのAUTOは含まれていません。手動インストールバージョンを
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使用する場合は、各パーティションのサイズが表17の要件を満たしていることを確認してくだ

さい。 

表 17パーティションの説明と仕様 

パーティション 説明 最小サイズ 推奨最大サイズ 

/boot/efi 

(ブートパーティション) 

システムのすべてのブートファイルを格納し

ます。 

512MB 512MB 

/ 

(ルートパーティション) 

システムのすべてのディレクトリを格納しま

す。ユーザーはこのパーティションからすべ

てのディレクトリにアクセスできます。 

102400MB 204800MB 

/var/log 

(ログパーティション) 

システム操作に関するログファイルを格納し

ます。 

20480MB 51200MB 

スワップ 

(スワップパーティション) 

システムメモリーが不足したときに一時的に

データを格納します。このパーティションにア

クセスできるのは、システムだけです。 

4096MB 32GB 

/vms 

(VMデータパーティション) 

VMのすべてのデータファイルを保存します。 1024MB 制限なし 

UISのHCIソフトウェアのインストールには、サーバー上のUSBドライブまたは仮想CD-ROMを使

用できます。ベストプラクティスとして、インストールにはUSBドライブを使用してください。このドキ

ュメントでは、USBドライブを使用してソフトウェアをインストールします。 

重要: 

• CD-ROMを使用してソフトウェアをインストールするには、Java KVMからリモートコンソール

にアクセスします。 

インストール時に安定したネットワーク接続を確保します。 

• NVMeディスクをシステムディスクとして使用するには、インストール前にディスク上でRAID

設定を構成し、手動インストールバージョンを使用します。ベストプラクティスとして、2つの

NVMeディスクを使用してRAID1を構成します。NVMeディスク用にRAID1を構成するには、

NVMe VROCモジュールをサーバーにインストールする必要があります。 

• 同じクラスタ内のデバイスが同じISOイメージファイルを使用していることを確認します。外部

モニターノードが存在すれば同様。 

• ステートフルフェールオーバーを設定するには、ステートフルフェールオーバーシステムを形

成する2つのデバイスのシステムディスク構成が同じであることを確認します。ステートフルフ

ェールオーバーが設定されている場合は、自動インストールバージョンを使用することをお勧

めします。 

• サードパーティ製サーバー、または互換性のあるコントローラーリストにないRAIDコントロー

ラーを使用するサーバーを使用する場合は、インストール前にサーバーでRAID設定を構成
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します。 

 

ブータブルUSBドライブの作成 

サーバーまたはシンクライアントは、複数のUSBポートを提供します。ISOイメージファイルから起

動可能なUSBドライブを作成し、そのUSBドライブを使用してシステムをインストールできます。 

BIOSの設定 

BIOSからハードウェア支援による仮想化を有効にします。次に、BIOS設定を保存してホストを再

起動します。BIOSの詳細については、ホストのユーザーガイドを参照してください。 

RAID設定の構成 

UISのHCIデバイスのRAID設定を構成する必要はありません。RAID設定は、UISマネージャの

導入プロセス中に自動的に構成されます。 

非HCIデバイスの場合は、インストール前にデバイスのRAID設定を構成し、物理ディスクキャッシ

ュを無効にします。 

ホストにソフトウェアを再インストールするには、まずホストのRAID設定を削除し、システムディス

クをフォーマットします。 

 

UISホストへのUIS HCIソフトウェアのインスト

ール 
インストール方法は、サーバー、シンクライアントおよびVMで同様です。このセクションでは、サー

バーを例として使用します。 

UISソフトウェアをホストにインストールするには、次の手順を実行します。 

1. インストールページにアクセスします。 

○ サーバーまたはシンクライアントにソフトウェアをインストールするには、USBブータブルドライ

ブをデバイスのUSBポートに挿入し、デバイスを起動して、USBドライブからの起動を選択し

ます。 

重要: 

サーバーにNVMeドライブが搭載されている場合は、サーバーのブートモードをLegacyではなく

UEFIに設定する必要があります。 

○ ソフトウェアをVMにインストールするには、VMを作成し、ISOイメージファイルを仮想ドライブ

にマウントしてから、VMを起動します。 
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注: 

VMの作成、イメージのマウント、およびVMの起動について詳しくは、仮想化プラットフォームのユ

ーザーマニュアルを参照してください。 

 

図 7  INSTALLATION SUMMARYページ 
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2. SYSTEM領域の INSTALLATION DESTINATION をクリックします。 

図 8  INSTALLATION DESTINATION ページ 
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3. Local Standard Disks領域で、システムをインストールしないディスクの選択を解除しま

す。システムをインストールするディスクを1つ選択したままにします。 

図 9  システムをインストールするディスクの選択 

 

 

4. (オプション)自動ディスクパーティション化を実行します。 

UIS Managerをインストールするディスクは、自動または手動でパーティション化できます。パー

ティションサイズに特別な制限がない場合は、ベストプラクティスとして自動ディスクパーティション

化を実行します。 

自動ディスクパーティション化を実行するには； 

a. Installation Destinationページで、Partitioning領域のAutomatically configure 

partitioningを選択します。 
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図 10 自動ディスクパーティション化の選択 

 

 

b. 左上隅にあるDoneをクリックします。 

パーティション化が完了すると、システムはINSTALLATION SUMMARYページに戻ります。 
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図 11  INSTALLATION SUMMARYページに戻る 

 

 

5. (オプション)ディスクを手動でパーティション分割します。 

a. Installation Destinationページで、Partitioning領域のI will configure partitioning

を選択します。次に、左上隅にあるDoneをクリックします。 
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図 12手動ディスクパーティション化の選択 

 

b. MANUAL PARTITIONINGページで、 ボタンをクリックします。 
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図 13 MANUAL PARTITIONING ページ 

 

 

c. 表示されるダイアログボックスで、Mount Pointリストからパーティションを選択して容量を設

定し、Add mount pointをクリックします。/、/boot/efi、swap、/vms、/var/logの各パーティ

ションを順番に追加します。 

パーティションの説明と仕様については、表17を参照してください。 

図 14新しい Mount Pointの追加 
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図15に、パーティショニングが完了したときのサンプルパーティショニング情報を示します。 

図 15パーティション情報 

 

c. 左上隅にあるDoneをクリックします。 

d. 表示されたダイアログボックスで、Accept Changesをクリックしてパーティション化を確

認します。 
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図 16パーティション化の確認 

 

 

6. INSTALLATION SUMMARYページで、他の構成アイテムのデフォルト設定を保持し、

Begin Installationをクリックします。 

インストールが完了すると、ホストが自動的に再起動し、Configuration画面が開きます。 

図 17 ホスト構成画面 
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注: 

管理ネットワークにDHCPサーバーが存在する場合、ホストは自動的にDHCPサーバーからIPア

ドレスを取得します。管理ネットワークにDHCPサーバーが存在しない場合、Configuration画面

のすべての管理ネットワークパラメーターは空になります。 
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UIS Managerに初めてアクセスする 

UIS Managerのインストール後、ノードが他のすべてのノードを検出および管理するために、計画

された管理ノードでUISセットアップウィザードを起動する必要があります。 

管理インターフェースパラメーターの設定 
管理ネットワークで使用可能なDHCPサーバーがない場合は、管理ノードおよび外部モニターノ

ードの管理インターフェースパラメーターを構成します。必要に応じて、他のノードのパラメーター

を構成できます。 

構成手順は、サーバー、シンクライアントおよびVMの場合も同様です。このセクションでは、VM

のパラメーターを構成します。 

VMの管理インターフェースパラメーターを設定するには、以下の手順に従ってください。 

1. VMのリモートコンソールにアクセスし、Configuration画面にアクセスします。 

図 18 Configuration画面 

 

2. Network and Management Interface>Configure Management Interface を選択しま

す。 
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図 19 Configure Management Interface画面 

 

3. root ユーザーのパスワードを入力します。デフォルトのパスワードはSys@1234です。 

 

注: 

UIS-E0715よりも前のバージョンでは、rootユーザーのデフォルトパスワードはrootです。 

 

図 20 ログイン画面 

 

4. 管理ネットワークインターフェースとしてNICを選択し、Enterキーを押します。選択したNICの

物理ステータスが接続されている必要があります。 

 

重要: 

管理ネットワークに対してリンクアグリゲーションが構成されている場合は、2つのNICを選択します。 

  



H3C UIS Managerインストールガイド                 

36 

 

図 21 NICの選択 

 

5. 必要に応じて管理インターフェースのIPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイアドレス、ホスト

名、およびVLAN IDを入力し、Enterキーを押します。 

図 22管理インターフェースパラメーターの構成 
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外部モニターノードの rootパスワードの変更 

パスワードの変更手順は、シンクライアントとVMで同様です。このセクションでは、VMを使用しま

す。 

外部モニタモードのルートパスワードを変更するには、次の手順を実行します。 

1. VMのリモートコンソールにアクセスし、Authentication画面にアクセスします。 

図 23設定画面 

 

2. Authentication > Change Password を選択します。 
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図 24認証画面 

 

3. ノードにログインするためのルートパスワードを入力します。デフォルトのパスワードは

Sys@1234です。 

 

注: 

UIS-E0715よりも前のバージョンでは、rootユーザーのデフォルトパスワードはrootです。 

 

図 25ログイン画面 

 

4. Change Passwordを選択してEnterキーを押します。次に、古いパスワードと新しいパスワ

ードを入力し、新しいパスワードを確認します。 

 

注意: 

• パスワードには、8文字以上の文字が含まれている必要があります。文字、数字、特殊文字

のうち、少なくとも2つのカテゴリーの文字が含まれている必要があります。 

• 外部モニターノードに設定されているルートパスワードは、物理サーバーに設定されている
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パスワードと同じである必要があります。 

 

図 26 Change Passwordダイアログボックス 
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外部モニターノードのストレージフロントエンド

およびバックエンドネットワークの IP アドレス

の構成 
 

HCI導入モードで2ホストUISクラスタを導入する前に、この作業を実行する必要があります。 

外部モニターノードのストレージフロントエンドおよびバックエンドネットワークのIPアドレスを構成

するには、uis_cfg_thin.sh -i | e | a X.X.X.X.X -m X.X.X.X [ -g X.X.X.X ] [ -v X ] -l -c コマンドを

使用します。 

コマンドパラメーターは次のとおりです。 

• -l : ネットワーク構成を照会します。このキーワードはオプションです。 

• -c : シンクライアントの設定をクリアまたは保存します。このキーワードはオプションです。 

• -i | e | a : ストレージのフロントエンドおよびバックエンドネットワークを構成します。次のキー

ワードのいずれかを指定する必要があります。 

○ -i : シンクライアントのストレージバックエンドネットワークを指定します。 

○ -e : シンクライアントのストレージフロントエンドネットワークを指定します。 

○ -a : VMのストレージフロントエンドおよびバックエンドネットワークを指定します。 

• -m : サブネットマスクを指定します。このキーワードは必須です。 

• -g : ゲートウェイを指定します。このキーワードはオプションです。 

• -v : VLAN IDを指定します。このキーワードはオプションです。 

制限事項およびガイドライン 

外部モニターノードのストレージフロントエンドネットワークの構成済みIPアドレスとストレージバッ

クエンドネットワークのIPアドレスが、サービスノードのIPアドレスよりも高いことを確認してくださ

い。 

ストレージフロントエンドおよびバックエンドネットワークに対してVLAN設定が構成されている場合

は、シンクライアントに接続するスイッチポートをトランクとして指定し、PVIDを管理ネットワークの

VLAN IDに設定します。 

シンクライアントの設定例 

シンクライアントが提供するNICが1つのみの場合は、1つのNICを共有するように管理ネットワー

ク、ストレージフロントエンドネットワーク、およびストレージバックエンドネットワークを構成する必

要があります。 
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表18 IPアドレス計画の例 

ネットワークタイプ NIC (vSwitch) IPアドレス サブネットマスク 

管理ネットワーク eth0(vswitch0) 172.168.100.20 255.255.255.0 

ストレージバックエンドネ

ットワーク 

eth0(vs_storage_in) 10.10.10.97 255.255.255.0 

ストレージフロントエンド

ネットワーク 

eth0(vs_storage_ex) 10.10.9.98 255.255.255.0 

シンクライアントのストレージフロントエンド/バックエンドネットワークのIPアドレスを構成するには、以下

の手順に従ってください。 

1. rootアカウントを使用して、SSH経由でデバイスにログインします。デフォルトのユーザー名

とパスワードは、それぞれrootとSys@1234です。 

 

注意: 

UIS-E0715よりも前のバージョンでは、rootユーザーのデフォルトパスワードはrootです。 

 

2. ストレージバックエンドネットワークのIPアドレスを構成します。 

 

図 27ストレージバックエンドネットワークの IPアドレスの構成 

 

3. ストレージフロントエンドネットワークの IPアドレスを構成します。 
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図 28 ストレージフロントエンドネットワークの IPアドレスの構成 

 

 

VMの設定例 

VMを外部モニターノードとして使用するには、VMに少なくとも1つのGE NICと2つの10-GE NIC

があることを確認します。 

表19 IPアドレス計画の例 

ネットワークタイプ NIC (vSwitch) IPアドレス サブネットマスク 

管理ノード eth0(vswitch0) 172.168.100.20 255.255.255.0 

ストレージバックエンドネ

ットワーク 

Eth1(vs_storage_in) 10.10.10.97 255.255.255.0 

ストレージフロントエンド

ネットワーク 

Eth2(vs_storage_ex) 10.10.9.98 255.255.255.0 

VMのストレージフロントエンドおよびバックエンドネットワークのIPアドレスを構成するには、以下

の手順に従ってください。 

1. SSHを使用してVMにログインします。デフォルトのユーザー名とパスワードは、それぞれ

rootとSys@1234です。 

 

注意: 

UIS-E0715よりも前のバージョンでは、rootユーザーのデフォルトパスワードはrootです。 

 

2. ストレージフロントエンドネットワークのIPアドレスを構成します。システムプロンプトで、ストレ

ージフロントエンドネットワークのインターフェースを選択します。 
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図 29ストレージバックエンドネットワークの IPアドレスの構成 

 

3. 前の手順を繰り返して、ストレージバックエンドネットワークの IPアドレスを構成します。 

 

UIS Managerへのログイン 

1. http://manage_node_management_IP:8080または

https://manage_node_management_IP:8443のUIS Managerログインページにアクセ

スします。manage_node_management_IPは、管理ノードの管理インターフェースIPアドレ

スを表します。詳しくは、”管理インターフェースパラメーターの構成”を参照してください。 

注意: 

ベストプラクティスとして、Chrome 55+、Firefox 49+、またはそれ以上のバージョンのブラウザを

使用し、解像度を1440*900以上に設定します。 

 

図 30 UIS Managerのログインページ 
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2. ユーザー名(デフォルトではadmin)とパスワード(デフォルトではCloud@1234)を入力し、

Loginをクリックします。 

 

注意: 

UIS-E0715よりも前のバージョンでは、UIS Managerにログインするためのデフォルトのユーザ

ー名とパスワードは両方ともadminです。 

 

UISセットアップウィザードの起動 

制限事項およびガイドライン 

分散ストレージは、HCIデプロイメントシナリオでのみデプロイできます。 

個別の物理インターフェースが使用できない場合は、異なるネットワークが物理インターフェース

を共有できます。 

コンピューティング仮想化シナリオでのUIS 

Managerの導入 

UISの設定 

1. UIS Managerにアクセスします。 

2. UIS Setup Wizardページで、Virtualizationをクリックします。 

図 31シナリオの選択 
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3. 必要に応じてネットワークパラメーターを設定し、Nextをクリックします。 

図 32ネットワークパラメーターの構成 

 

表20パラメーターの説明 

項目 説明 

ホストの命名 ホスト名のプレフィックスを設定します。 

開始番号付け ホスト名の開始番号を指定します。ホスト名は、指定したホスト名プレフィクスに付加され

た番号です。システムは管理ノードに開始番号を割り当て、その後クラスタに参加するサ

ービスノードに次に使用可能な番号を 1ずつ増分して割り当てます。 

たとえば、ホスト名プレフィクスが cvknodeで開始番号が 1の場合、管理ノ

ードの名前は cvknode1で、最初にクラスタに参加する 3つのサービスノー

ドの名前は cvknode2、cvknode3、および cvknode4です。 

開始 IP 管理ネットワークの開始 IPアドレスを指定します。システムは、管理ノードに

開始 IPアドレスを割り当てます。 

サービスノードの管理 IPアドレスを手動で指定しない場合、システムは次に

使用可能な IPアドレスをサービスノードに 1の増分で割り当てます。 

VLAN ID 管理ネットワークの VLAN IDを選択します。まず、各ホストの Xconsoleから VLAN設定

を構成する必要があります。詳しくは、”管理インターフェースパラメーターの構成”を参照し

てください。 

 

4. 表示されたダイアログボックスで、OKをクリックします。 
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図 33設定のヒント 

 

 

注意: 

開始IPアドレスがログインに使用される管理インターフェースIPと異なる場合、システムはページ

を更新し、開始IPアドレスを使用してHostsページを開きます。次回のログイン時に、管理IPアド

レスとして開始IPアドレスを使用する必要があります。 

 

5. ストレージクラスタのホストを選択します。 

図 34ストレージクラスタのホストの選択 

 

6. ホストの アイコンをクリックします。 

7. 必要に応じてホストパラメーターを構成します。 
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図 35ホストの構成のカスタマイズ 

 

表21 パラメーターの説明 

項目 説明 

ホスト名 サービスノードのホスト名を指定します。管理ノードの場合、ホスト名は、指定さ

れたホスト名プレフィクスに付加された開始番号です。 

サービスノードのホスト名を指定しない場合は、次に使用可能な番号をホスト名

プレフィクスに追加することで、ノードの名前が自動的に作成されます。ベストの

識別に役立つホスト名を指定することをお勧めします。 

NICテンプレート 

 

ホスト上の物理インターフェース設定を他のホストに適用するかどうかを選択しま

す。この機能を有効にするには、他のホストに、このホスト上の物理インターフェ

ースと同じ名前のアクティブな物理インターフェースがあり、インターフェース速度

が必要な速度であることを確認します。ホストが要件を満たすことができない場

合は、ホストの物理インターフェースを手動で設定する必要があります。 

IPアドレス サービスノードの管理 IPアドレスを指定します。管理 IPアドレスを指定しない場

合、システムは開始 IPの隣に使用可能な IP を 1ずつ増分してホストに割り当て

ます。ホストにサービスネットワーク IPを指定する必要はありません。 

物理インターフェー

ス 

管理ネットワークおよびサービスネットワークの物理インターフェースを指定しま

す。管理ネットワークの場合、このフィールドは必須です。アグリゲーションインタ

ーフェースを指定するには、まず各ホスト上のXconsoleからリンクアグリゲーショ

ンを設定します。詳しくは、”管理インターフェースパラメーターの構成”を参照して

ください。サービスネットワークの場合、このフィールドはオプションです。インター

フェースを指定しない場合、導入後にサービスネットワークの仮想スイッチは作成

されず、UIS Managerからスイッチを手動で作成する必要があります。 
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重要: 

設定が失われないようにするには、すべてのホストのインターフェース共有設定(インターフェース

番号を除く)が同じであることを確認します。たとえば、2ホストクラスタでは、ホストAの管理ネット

ワークとサービスネットワークはそれぞれ物理インターフェースeth0とeth1を使用します。ホストA

のインターフェース設定を有効にできるかどうかは、ホストBの設定によって異なります。 

• ホストBの管理ネットワークとサービスネットワークが1つの物理インターフェースeth0を共有

するように設定すると、ホストAの物理インターフェース設定は無効になります。 

• ホストBの管理ネットワークとサービスネットワークが物理インターフェースeth2とeth3をそれ

ぞれ使用するように設定されている場合、ホストAの物理インターフェース設定は有効です。 

 

8. 管理ネットワーク(必須)およびサービスネットワークのアイコン をクリックして物理インター

フェースを指定し、OKをクリックします。 

9. 必要に応じて物理インターフェースパラメーターを設定し、OKをクリックします。 

スイッチ側のリンクアグリゲーションモードは、設定されているLAGGモードとLBモードに

よって異なります。表22を参照して、スイッチ側のリンクアグリゲーションモードを確認し

てください。 

図 36物理インターフェースの選択 

 

表22パラメーターの説明 

項目 説明 

LAGGモード 管理ネットワーク内の物理NICのアグリゲーションモードを選択します。 

オプションには、StaticとDynamicがあります。ベストプラクティスとして、モード

をDynamicに設定します。 

ダイナミックLAGGモードを使用する場合は、物理スイッチでLACPをイネーブル
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にする必要があります。このパラメーターは、管理ネットワークに複数の物理イン

ターフェースが設定されている場合にだけ表示されます。 

LBモード 管理ネットワーク内の物理NICのロードバランシングモードを選択します。オプシ

ョンには、Advanced、Basic、およびActive/Standbyがあります。このパラ

メーターは、管理ネットワークに複数の物理インターフェースが設定されている場

合にだけ表示されます。 

• Advanced：イーサネットタイプ、IPプロトコル、送信元IPアドレス、宛先IP

アドレス、アプリケーションレイヤーの送信元ポート番号、アプリケーションレ

イヤーの宛先ポート番号のパケット数に基づいて、物理NICのロードバラン

シングを行います。 

• Basic：パケットの送信元MACアドレスとVLANタグに基づいて物理NICの

負荷を分散します。 

• Active/Standby：アクティブおよびスタンバイの物理NICの負荷を分散し

ます。アクティブな物理NICに障害が発生すると、システムはトラフィック転

送のためにスタンバイ物理NICに切り替えます。このオプションは、スタティ

ックLAGGモードが使用されている場合にのみ表示されます。 

ベストプラクティスとして、なシナリオでは、高度なLBモードを使用することをお勧

めします。 

表23 スイッチ側で必要なリンクアグリゲーションモード 

ホスト LAGGモード ホスト LBモード リンクアグリゲーションモー

ドの切り替え 

Static Active/Standby 未構成 

Static Basic Static 

Static Advanced Static 

Dynamic Basic Dynamic 

Dynamic Advanced Dynamic 

 

重要: 

論理ネットワークにVLAN設定が設定されている場合は、物理スイッチポートをトランクポートとし

て設定し、ポートを対応するVLANに割り当てます。 

 

10. OKをクリックします。 

11. Finishをクリックします。 

12. すべてのホストのrootパスワードを設定します。パスワードには、8文字以上の文字と、文字、

数字、特殊文字のうち少なくとも2つのカテゴリーの文字を含める必要があります。 
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図 37 rootパスワードの設定 

 

13. OKをクリックします。 

ホストの設定が開始され、ホストの設定後にUIS Managerダッシュボードが開きます。 

図38 ホストの構成 

 

ストレージネットワークの仮想スイッチの追加 

 

仮想スイッチは、VM、ホスト、および外部ネットワーク間のソフトウェアベースのスイッチングを提

供します。このタスクは、IP SANストレージが使用されている場合にだけ実行してください。 

ストレージネットワークの仮想スイッチを追加するには、以下の手順に従ってください。 
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1. トップナビゲーションバーでNetworksをクリックし、ナビゲーションペインからvSwitchesを選

択します。 

図39 7vSwitchesリストへのアクセス 

 

2. Addをクリックします。 

3. vSwitch名を入力し、ネットワークタイプとしてStorage asを選択し、転送モードとしてVEBを

選択して、VLAN IDを入力します。 

図40 vSwitchの基本情報の設定 

 

4. Nextをクリックします。 

5. 仮想スイッチを作成するホストを選択します。 

  



H3C UIS Managerインストールガイド                 

52 

 

図41 ホスト情報の構成 

 

6. 各ホストのアイコン をクリックして、物理インターフェース情報を構成します。表示されるウ

ィンドウで、アグリゲーションインターフェースを形成する物理インターフェースを1つまたは2

つ選択し、IPアドレスとサブネットマスクを入力して、Finishをクリックします。 

図42 物理インターフェースの設定 
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7. 図41のようなページが表示されたら、Finishをクリックします。 

 

ネットワーク共有ストレージの構成 

 

ホストからストレージデバイスにアクセスできることを確認します。 

ネットワーク共有IP SANストレージを構成するには、手順1から開始します。ネットワーク共有FC 

SANストレージを構成するには、手順4から開始します。 

ネットワーク共有ストレージを構成するには、以下の手順に従ってください。 

1. トップナビゲーションバーで、Hostsをクリックし、ナビゲーションペインからホストを選択し

ます。 

2. Hardware Configurationタブをクリックし、Storageを選択してホストのIQNを表示しま

す。IQNを変更するには、Editアイコン をクリックします。 

図43 ホストIQNの取得 

 

3. ホスト、LUN、LUNホストのマッピング設定など、iSCSIストレージデバイス上のネットワーク

共有ストレージ設定を構成します。 

4. UIS Managerで、トップナビゲーション―バーのStorageをクリックし、ナビゲーションペイン

からShared Storageを選択します。 
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図44 共有ストレージの構成 

 

5. Addをクリックします。 

6. 必要に応じて基本情報を構成します。 

図45 基本的な共有ストレージ情報の構成 

 

表24パラメーターの説明 

項目 説明 

タイプ IP SANストレージデバイスにアクセスするには、iSCSI Shared Directoryを選択します。

FC SANストレージデバイスにアクセスするには、FC Shared Directoryを選択します。 

ターゲットパス クライアントで共有ファイルシステムをマウントするポイント。ターゲットパスはシステムによ

って自動的に作成され、編集できません。 
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7. Nextをクリックします。 

8. 必要に応じてLUN情報を構成します。 

図46 LUN情報の構成 

 

表25 パラメーターの説明 

項目 説明 

IPアドレス IP SANストレージサーバのIPアドレスを指定します。このフィールドは、iSCSI共有ディレク

トリに必須です。複数のパスが使用可能な場合は、セミコロン(;)を使用してIPアドレスを区

切ります。 

LUN 共有ファイルシステムのLUNを指定します。このフィールドは、iSCSI共有ディレクトリに必

須です。 

NAA ストレージサーバ上のLUNの一意の識別子であるLUNのネットワークアドレス指定権限識

別子を指定します。iSCSI共有ディレクトリの場合、このフィールドは選択したLUNによって

自動的に決定されます。FC共有ディレクトリの場合は、このフィールドでLUNを選択する必

要があります。 

サービスストレー

ジ 

このオプションを有効にすると、共有ファイルシステムを使用して、システムによって自動

的に導入されたVMのファイルを保存できます。 

9. Nextをクリックします。 

10. クライアントとして機能して共有ストレージにアクセスできるホストを選択し、Finishをクリック

します。 

11. 表示される確認ダイアログボックスで、OKをクリックします。 
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図47 共有ストレージ追加操作の確認 

 

12. 表示されるダイアログボックスで、OKをクリックして共有ファイルシステムをフォーマットしま

す。 

図48 共有ファイルシステムのフォーマット 

 

共有ストレージを設定したら、UIS ManagerでVMを作成できます。 

 

HCIシナリオでのUIS Managerのデプロイ 

1. UIS Managerにアクセスし、UIS Setup WizardページでHCIをクリックします。 
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図49 シナリオの選択 

 

2. ネットワークパラメーターを構成しNextをクリックします。 

図50 ネットワークパラメーターの設定 

 

表26パラメーターの説明 

項目 説明 

ホストの命名 ホスト名のプレフィックスを設定します。接頭辞には最大255文字を含めることができ、先

頭を数字にすることはできません。使用できるのは、文字、数字、およびハイフン( - )のみ

です。初期化プロセスが終了すると、ホスト名を編集できなくなります。 

開始番号付け ホスト名の開始番号を指定します。ホスト名は、指定したホスト名プレフィクスに付加され

た番号です。システムは管理ノードに開始番号を割り当て、その後クラスタに参加するサ

ービスノードに次に使用可能な番号を1ずつ増分して割り当てます。 
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たとえば、ホスト名プレフィクスがcvknodeで開始番号が1の場合、管理ノードの名前は

cvknode1で、最初にクラスタに参加する3つのサービスノードの名前はcvknode2、

cvknode3、およびcvknode4です。 

開始 IP 管理ネットワークの開始IPアドレスを指定します。システムは、管理ノードに開始IPアドレ

スを割り当てます。 

サービスノードの管理IPアドレスを手動で指定しない場合、システムは開始IPの隣にある

使用可能なIPアドレスをサービスノードに1の増分で割り当てます。 

VLAN ID ネットワークのVLAN IDを選択します。管理ネットワークの場合は、最初に各ホストの

XconsoleからVLAN設定を構成する必要があります。詳しくは、”管理インターフェースパ

ラメーターの構成”を参照してください。 

3. 開いたダイアログボックスで、OKをクリックします。 

図51 設定のヒント 

 
 

注意: 

開始IPアドレスがログインに使用される管理インターフェースIPと異なる場合、システムは 

はページを更新し、開始IPアドレスを使用してHostsページを開きます。次回のログイン時に 

管理IPアドレスとして開始IPアドレスを使用する必要があります。 

 

4. ストレージクラスタのホストを選択します。 
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図52 ストレージクラスタのホストの選択 

 
次の図は、統合導入モードの設定を示しています。個別に管理ホストのサービスノードタイプの選

択を解除します。 

 

注意: 

• 2つのホストだけが使用可能な場合は、統合導入モードを使用する必要があります。 

• ホストは、選択した順序でクラスタに追加されます。 

 

5. ホストのアイコン をクリックします。 

6. 必要に応じてホストパラメーターを構成します。 

図53 ホストの構成のカスタマイズ 
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表27パラメーターの説明 

項目 説明 

ホスト名 サービスノードのホスト名を指定します。管理ノードの場合、ホスト名は、指定されたホスト

名プレフィクスに付加された開始番号です。 

サービスノードのホスト名を指定しない場合は、次に使用可能な番号をホスト名プレフィク

スに追加することで、ノードの名前が自動的に作成されます。ベストの識別に役立つホス

ト名を指定することをお勧めします。 

NICテンプレート ホストの物理インターフェース設定を他のホストに適用するかどうかを選択します。この機

能を有効にするには、他のホストに、このホスト上の物理インターフェースと同じ名前のア

クティブな物理インターフェースがあり、インターフェース速度が必要な速度であることを

確認します。ホストが要件を満たすことができない場合は、ホストの物理インターフェース

を手動で設定する必要があります。 

IPアドレス サービスノードの管理IPアドレスを指定します。管理IPアドレスを指定しない場合、システ

ムは開始IPの隣に使用可能なIPを1ずつ増分してホストに割り当てます。ホストにサービ

スネットワークIPを指定する必要はありません。 

物理インターフェース 管理ネットワークおよびサービスネットワークの物理インターフェースを指定します。サー

ビスネットワークの場合、このフィールドはオプションです。インターフェースを指定しない

場合、導入後にサービスネットワークの仮想スイッチは作成されず、仮想スイッチを手動

で作成する必要があります。 

 

重要: 

設定が失われないようにするには、すべてのホストのインターフェース共有設定(インターフェース

番号を除く)が同じであることを確認します。たとえば、2ホストクラスタでは、ホストAの管理ネット

ワークとサービスネットワークはそれぞれ物理インターフェースeth0とeth1を使用し、ストレージの

フロントエンドネットワークとバックエンドネットワークは物理インターフェースeth2とeth3を共有し

ます。ホストAのインターフェース設定を有効にできるかどうかは、ホストBの設定によって異なりま

す。 

• インターフェースeth1とeth2を共有するようにストレージフロントエンドネットワークとバックエ

ンドネットワークを構成し、インターフェースeth0を共有するように管理ネットワークとサービ

スネットワークを構成すると、ホストAの物理インターフェース設定が無効になります。 

• 管理ネットワークとサービスネットワークがそれぞれインターフェースeth0とeth1を使用する

ように設定し、ストレージフロントエンドネットワークとバックエンドネットワークがインターフェ

ースeth3とeth4を共有するように設定した場合、ホストAの物理インターフェース設定は有効

です。 
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7. 管理ネットワーク、サービスネットワーク(オプション)、ストレージバックエンドネットワーク、および

ストレージフロントエンドネットワークのアイコン をクリックして物理インターフェースを指定し、

OKをクリックします。 

8. 必要に応じて物理インターフェースパラメーターを構成し、OKをクリックします。 

スイッチ側のリンクアグリゲーションモードは、設定されているLAGGモードとLBモードによって異な

ります。表28を参照して、スイッチ側のリンクアグリゲーションモードを確認してください。 

 

図54 物理インターフェースの選択 

 

表28 パラメーターの説明 

項目 パラメーター 

LAGGモード 管理ネットワーク内の物理NICのアグリゲーションモードを選択します。オプションには、

StaticおよびDynamicがあります。ダイナミックLAGGモードを使用する場合は、物理スイ

ッチでLACPをイネーブルにする必要があります。このパラメーターは、管理ネットワークに

複数の物理インターフェースが設定されている場合にだけ表示されます。 

ベストプラクティスとして、LAGGモードをdynamicに設定します。 

LBモード 管理ネットワーク内の物理NICのロードバランシングモードを選択します。オプションには、

Advanced、Basic、およびActive/Standbyがあります。このパラメーターは、管理ネ

ットワークに複数の物理インターフェースが設定されている場合にだけ表示されます。 

• Advanced:イーサネットタイプ、IPプロトコル、送信元IPアドレス、宛先IPアドレス、

アプリケーションレイヤーの送信元ポート番号、アプリケーションレイヤーの宛先ポー

ト番号のパケット数に基づいて、物理NICのロードバランシングを行います。 
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• Basic:パケットの送信元MACアドレスとVLANタグに基づいて物理NICの負荷を分

散します。 

• Active/Standby:アクティブおよびスタンバイの物理NICの負荷を分散します。ア

クティブな物理NICに障害が発生すると、システムはトラフィック転送のためにスタン

バイ物理NICに切り替えます。このオプションは、スタティックLAGGモードが使用さ

れている場合にのみ表示されます。 

ベストプラクティスとして、なシナリオでは、高度なLBモードを使用することをお勧めしま

す。 

 

表29 スイッチ側で必要なリンクアグリゲーションモード 

ホスト LAGGモード ホスト LBモード リンクアグリゲーションモー

ドの切り替え 

Static Active/Standby イ 未構成 

Static Basic Static 

Static Advanced Static 

Dynamic Basic Dynamic 

Dynamic Advanced Dynamic 

 

重要: 

論理ネットワークにVLAN設定が設定されている場合は、物理スイッチポートをトランクポートとし

て設定し、ポートを対応するVLANに割り当てます。 

 

9. OKをクリックします。 

10. 図52に示すように、HostページでSet Passwordをクリックします。 

11. すべてのホストのrootパスワードを設定し、OKをクリックします。パスワードには、8文字以上の文

字と、文字、数字、特殊文字のうち少なくとも2つのカテゴリーの文字を含める必要があります。 
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図55 rootパスワードの設定 

 

12. 図52に示すように、HostページでNextをクリックし、ホスト設定を確認します。 

 

図 56ホスト設定の確認 

 

13. OKをクリックします。 

システムがホストの設定を開始します。 

 

重要: 

ホストの構成に失敗すると、デフォルトのホスト名とネットワーク設定が復元されます。ホストを再

設定するには、まずホストを再起動し、ネットワーク設定を確認する必要があります。 
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図 57ホストの構成 

 

14. 必要に応じてストレージ導入パラメーターを構成します。 

図 58ストレージの導入(2つのストレージノード) 
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図 59ストレージの導入(複数のストレージノード) 

 

表 30 パラメーターの説明 

項目 説明 

導入モード ストレージクラスタのデプロイメントモードを選択します。オプションには、SSD 

caches+HDDs、All SSDs、All HDDs、およびHDDs+SSDsがあります。 

詳細は、”導入モードの計画”を参照してください。 

プロビジョニング ボリュームプロビジョニングモードを選択します。UISをセットアップすると、指定し

たボリュームプロビジョニングモードでディスクプールが作成されます。このパラメ

ーターは、ディスクプールに作成されたブロックデバイスに領域を割り当てる方法

と、リソースのオーバーコミットメントを許可するかどうかを決定します。 

• Thick:ブロックデバイスの作成時に、指定した最大ストレージスペースをブ

ロックデバイスに割り当てます。ディスクプール内のブロックデバイスの容量

は、ディスクプールの使用可能な容量を超えることはできません。 

• Thin:必要に応じてブロックデバイスに領域を割り当てます。ブロックデバイ

スの作成時にブロックデバイスに割り当てられる容量は、ディスクプールの

使用可能な容量を超える場合があります。 

レプリカ レプリカの数を設定します。UISを設定すると、指定した数のレプリカを持つブロッ

クデバイスが作成されます。ブロックデバイスの最大容量は、ストレージクラスタ

の使用可能な合計容量の40%または16TB(使用可能な合計容量の40%が

16TBを超える場合)です。 

キャッシュサイズ キャッシュサイズを設定します。このパラメーターはSSD caches+HDDs導入モード

を選択した場合にのみ使用できます。システムはSSDをパーティションに分割し,

そのキャッシュとして各HDDデータディスクにパーティションを割り当てます。 
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キャッシュサイズは50GBから200GBまで設定できます。キャッシュのサイズが大

きいほど、パフォーマンスが向上します。HDDに割り当てられているキャッシュサ

イズが、SSDキャッシュの合計サイズより小さいことを確認します。キャッシュサイ

ズは構成後に編集できません。将来のHDD拡張に備えて、十分なキャッシュサ

イズを確保します。詳細については”ストレージの計画”を参照してください。 

フォールトドメイン ストレージクラスタのフォールトドメインレベルを選択します。ストレージクラスタ

は、フォールトドメインと冗長性ポリシーを併用することで、データのレプリカまた

はフラグメントを異なるフォールトドメインに保存し、データのセキュリティと高可用

性を確保します。システムは、ラックレベルとホストレベルをサポートします。詳細

については、”フォールトドメインの計画”を参照してください。 

15. ホストが2つしか存在しない場合は、Add External Monitor Nodeをクリックして外部モニターノ

ードを追加します。導入時に追加できる外部モニターノードは1つだけです。 

16. 表示されるダイアログボックスで、外部モニターノードのIPアドレスとルートパスワードを入力し、

Verifyをクリックしてパスワードを確認します。次に、Addをクリックします。 

rootパスワードが、表28の図55に示すホスト用に設定されたパスワードと同じであることを確認

します。パスワードに矛盾がある場合は、外部ノードのルートパスワードを変更します。 

図 60 外部モニターノードの追加 

 

セットアップウィザードページには、図 61に示すように、追加されたモニターノードが表示されます。 
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図 61モニターノードが正常に追加された場合 

 

17. ホストごとにラックを選択します。 

a. ラックリストからConfigure rackを選択します。表示されたダイアログボックスで、Add 

rackをクリックします。 

b. ラックの名前と数量を設定し、OKをクリックします。 

c. ラックを選択し、OKをクリックします。 

図 62ラックの構成 
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図 63ラックの追加 

 

重要: 

• ストレージクラスタには最大32台のラックを搭載できます。 

• ラック名は、ディスクプール名またはホスト名と同じにすることはできません。 

• ベストプラクティスとして、ホストの実際のラックマウント条件に基づいてラックを作成します。 

• たとえば、6台の物理ホストが2台のラックにマウントされている場合、実際のラック名を使用

して2台のラックを作成できます。 

 

18. ホストのActions列のアイコン をクリックします。表示されるダイアログボックスで、ホスト情報

を編集します。 

図 64ホスト情報の編集 

 



H3C UIS Managerインストールガイド                 

69 

 

重要: 

• ホストが2つしか存在しない場合、ホストの役割はStorage NodeドとMonitor Nodeである必

要があります。 

• 2台のホストにHCIを導入する場合は各ノードに最低3台のデータディスクを、3台以上のホス

トにHICを導入する場合は各ノードに最低2台のデータディスクを指定する必要があります。 

 

19. Finishをクリックします。 

20. 表示されたRisksダイアログボックスで、OKをクリックします。 

図 65 Risksプロンプト 

 

21. 表示された Confirmダイアログボックスで、OKをクリックします。 

 

図 66動作確認 

 

分散ストレージの導入が開始され、導入後にUIS Managerダッシュボードが開きます。次に、

UIS ManagerでVMを作成できます。 

  



H3C UIS Managerインストールガイド                 

70 

 

図 67分散ストレージの導入 

 

 

図 68 UIS Managerのダッシュボード 
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NTPサーバーの指定 

1. UIS Managerにログインします。 

2. トップナビゲーションバーからSystemをクリックし、ナビゲーション枠からNTP Serverを選択

します。 

図 69 NTPサーバーの設定 

 

3. 必要に応じて、プライマリNTPサーバーとセカンダリNTPサーバーを指定します。 

デフォルトでは、管理ノードはプライマリNTPサーバーとして機能し、セカンダリNTPサーバー

は指定されません。 

4. Saveをクリックします。 

 

ステートフルフェールオーバーの設定 

UIS Managerステートフルフェールオーバーシステムの設定の詳細については、『H3C UIS 

Manager6.5Stateful Failover Configuration Guide』を参照してください。 

 

ライセンスの登録 

UIS Managerのライセンス登録の詳細については、”H3C UIS Manager6.5License 

Registration Guide”を参照してください。 
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よくある質問 

UIS Managerにアクセスするために使用できるブラウザを教えてください。 

UIS Managerには、バージョン45以降のGoogle Chromeやバージョン49以降のMozilla Firefox

など、ほとんどの主要ブラウザからアクセスできます。 

 

UIS Managerにアクセスするには、PCにクライアントをインストールする必要があり

ますか。 

いいえ。UIS Managerは標準のB/Sアーキテクチャを使用しており、

http://manage_node_management_IP:8080または

https://manage_node_management_IP:8443のブラウザからアクセスできます。

manage_node_management_IPは、管理ノードの管理インターフェースIPアドレスを表します。 

 

ページ表示の効果がブラウザの種類によって異なるのはなぜですか。 

ブラウザによってWebページの表示方法が異なる場合がありますが、UIS Managerの機能には

影響しません。 

 

UIS Managerのインストールには、USBディスクと仮想ドライブのどちらが適してい

ますか。 

ベストプラクティスとして、USBディスクを使用してUIS Managerをインストールします。 

 

ホストに設定されたLAGGモードとLBモードに基づいて、物理スイッチをホスト上の

物理インターフェースに接続するポートを設定するにはどうすればよいですか。 

管理ネットワーク、サービスネットワーク、ストレージバックエンドネットワークポート、およびストレ

ージフロントエンドネットワークの設定は同じです。次の例では、管理ネットワークを使用していま

す。 

• LAGGモードがStaticで、LBモードがActive/Standbyの場合は、ポートでリンクアグリゲーシ

ョンを設定しないでください。 

• LAGGモードがStaticで、LBモードがAdvancedまたはBasicの場合は、ポートでスタティック

リンクアグリゲーションを設定します。設定後にUIS Managerがホストを検出できない場合

は、vswitch0にバインドされていないホストの管理ネットワークポートに接続している物理ス

イッチポートをすべてシャットダウンします。次に、ホストの検出を再試行します。 

• LAGGモードがDynamicの場合、ポート上でダイナミックリンクアグリゲーションを設定しま

す。設定後にUIS Managerがホストを検出できない場合は、ホストの管理ネットワークポート

に接続する物理スイッチポートをエッジアグリゲーションインターフェースとして指定します。

次に、ホストの検出を再試行します。 


